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１ 総会・部会等の開催 

（報告者：神奈川県環境農政局水・緑部水源環境保全課） 

(１) 会議開催状況 

   「アジェンダ 21 桂川・相模川」の推進、実行のための行動指針・行動計画の検討等

を中心に、総会、幹事会、主体別部会（市民部会、事業者部会及び行政部会）及び

専門部会を開催しました。 

 

  ア 2013 年度 月別会議開催状況 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計

総 会  １           １

幹事会 １ １ １  １ １ １  ２  １ １ 10

専門部会    １      １  ２ ４

市民部会 １  １ １  １  １  １ １ １ ８

事業者部会 １            １

行政部会 １            １

計 ４ ２ ２ ２ １ ２ １ １ ２ ２ ２ ４ 25

 

  イ 会議等の概要 

  （ア）総会 

   ○ 定期総会【５月 19 日（日）サン・エールさがみはら】 

《地域協議会事業報告》 各地域協議会からの活動報告 

《行政による事業報告》 国土交通省関東地方整備局 京浜河川事務所の事業概要 

《講演》「日本の`いい川’づくり・多自然川づくりについて」 

全国水環境交流会 代表 山道省三氏 

    《議案》（第１号）2012 年度事業報告及び収支決算について 

         （第２号）2013 年度事業計画(案)及び収支予算(案)について 

   

  （イ）幹事会 

   ○ 第１回【４月 17 日（水）八王子市クリエイトホール、出席者 17 名】 

      ・2012 年度事業報告及び決算、2013 年度事業計画(案)及び予算(案)について 

   ○ 第２回【５月 10 日（金）八王子市クリエイトホール、出席者 19 名】 

      ・2013 年度定期総会について 

   ○ 第３回【６月 27 日（木）八王子市クリエイトホール、出席者 14 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 

   ○ 第４回【８月 19 日（月）八王子市クリエイトホール、出席者 12 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 

   ○ 第５回【９月 18 日（水）八王子市クリエイトホール、出席者 12 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 

   ○ 第６回【10 月９日（水）八王子市クリエイトホール、出席者 21 名】 

      ・2014 年度の負担金及び会費について 

   ○ 第７回【12 月４日（水）八王子市クリエイトホール、出席者 14 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 
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   ○ 第８回【12 月 26 日（木）八王子市クリエイトホール、出席者 14 名】 

      ・2014 年度予算編成方針等について 

  ○ 第９回【２月 24 日（月）八王子市クリエイトホール、出席者 14 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 

    ○ 第 10 回【３月 24 日（月）八王子市クリエイトホール、出席者 10 名】 

      ・2013 年度各種事業・会議の報告等について 

 

  （ウ）専門部会 

   ａ アジェンダ専門部会 

    ○ 第１回【１月 21 日（火）八王子クリエイトホール、出席者 15 名】 

      ・相模川河川整備計画策定における現在の課題について 

   ｂ 森づくり専門部会 

    ○ 第１回【３月９日（日）北都留森林組合会議室、出席者 11 名】 

     ・現状での森林整備・木材利用について 

   ｃ エネルギー専門部会 

     ○ 第１回【７月 31 日（水）厚木市七沢地区、出席者 17 名】 

     ・小水力発電の現地視察について 

    ○ 第２回【３月 13 日（木）大月市民会館、出席者８名】 

     ・山梨県のエネルギー施策について 

 

  （エ）市民部会 

   ○ 第１回【４月６日（土）サン・エールさがみはら、出席者 14 名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

   ○ 第２回【６月１日（土）サン・エールさがみはら、出席者９名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第３回【７月６日（土）サン・エールさがみはら、出席者９名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第４回【９月７日（土）八王子クリエイトホール、出席者 12 名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第５回【11 月２日（土）サン・エールさがみはら、出席者 11 名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第６回【１月 11 日（土）八王子クリエイトホール、出席者 14 名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第７回【２月１日（土）サン・エールさがみはら、出席者７名】 

     ・2013 年度各種事業等について 

○ 第８回【３月１日（土）サン・エールさがみはら、出席者９名】 

     ・2014 年度各種事業等について 

 

  （オ）事業者部会 

    ○ 第１回【４月 16 日（火）八王子市クリエイトホール、出席者 13 名】 

     ・2012 年度事業報告及び決算、2013 年度事業計画(案)及び予算(案)について 

  （カ）行政部会 

    ○ 第１回【４月 16 日（火）八王子市クリエイトホール、出席者９名】 

     ・2012 年度事業報告及び決算、2013 年度事業計画(案)及び予算(案)について 
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(３) 専門部会の開催 

 ア アジェンダ専門部会             

（報告者：有井一雄） 
 （ア）第 1 回アジェンダ専門部会（開催日：2014 年 1 月 21 日） 
  ・テーマ：相模川河川整備計画策定における現在的課題について 
  ・開催の経緯 
    相模川の河川整備計画策定の進捗状況については、流域協議会では 2012 年 

度に二度のアジェンダ専門部会を開き、検討してきたところである（2012 年度 

『活動報告』参照）。 

 2013 年度にあっては、懸案だった故浜口哲一氏後任のふれあい懇談会座長が 

小島瓔禮氏に決まり、12 月には世話役会も開催され、計画策定に向け動き始め

たところであり、今後相模川に関する具体的な議論が期待されている。 

 行政側は、この間の空白の 4 年間もコンサルを使って情報を積み上げており、 

形だけにおいては河川整備計画の素案がいつでも公表できるかのような状況に 

あると聞いている。 

 そこで今回はこれらの情報を資料として提出してもらい、説明を受けながら 

私たちの意見を述べさせてもらうこととした。前回 2012 年度の時に資料提出 

を約束して頂いた厚木市さんに説明もお願いした。 

  ・概 要 
     ●説明者：厚木市河川みどり部河川ふれあい課  
     ●特別参加者： 厚木土木事務所相模川環境課  
     ●資料：『相模川・中津川厚木市河川利用構想』（平成 21 年 1 月 厚木市） 
    厚木市の説明が、資料の『構想』のほぼ全文を読む形だったので、ここでは 

『構想』の概略を説明しておきたい。 
 『構想』は、目次にあるように 4 章からなる。１．構想の策定趣旨（1 頁）、 
２．相模川・中津川のエリア･ベルト設定の考え方（２～３頁）、３．相模川の 
利活用方針（４～27 頁）、４．中津川の利活用方針（28～44 頁）。 

１． では、平成９年の河川法改正に基づく河川整備基本方針、河川整備計画 
の策定に言及しつつ、「河川管理者の神奈川県が今後作成する相模川･中津川に 
係る河川整備計画に反映させるため、この『構想』を、地域の考え（意向）と 
して示していく」と書かれている。 

２． では、まず冒頭で「相模川および中津川の水と緑は市域を南北に貫き、 
厚木市の生態系ネットワークを支える骨格を形成しています」と書きながら、 
「水と緑の保全･再生ベルト」と美辞麗句に祀り上げるのみで、ここでの数行 
以外にはベルトに係る具体的施策等の記述は『構想』の中には見当たらない。 
 一方でエリア設定については、相模川の場合は S1 から S9 までに、中津川の 
ほうも N1 から N6 まで細切れにした上で、保全･再生エリアと多目的利用エリ 
アに分別している。多目的利用エリアを「地域の考え（意向）」として押し出す 
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ことが『構想』の主目的であることが歴然としている。もの言わぬ「自然」に 
対して「地域の意向」が対置されているのである。 

３．４．は、相模川の利活用方針図が A3 の地図、両面印刷により示されて 
いる各論である。４頁の相模川の「エリア設定」一覧表によると、多目的利用 
エリアが S1,S3,S5,S6,S7,S9 の６箇所、保全･再生エリアは S2,S4,S8 の３箇所 
となっている。また 28 ページの「中津川エリア設定」一覧表では、保全･再生 
エリアは、N1,N3,N5 の３箇所、多目的利用エリアは、N2,N4,N6 の３箇所と 
なっている。 
 
 以上の厚木市さんの説明に対して、今年度のアジェンダ専門部会担当責任者 
であり、河川整備計画策定ふれあい懇談会世話人の一人でもある岡田一慶幹事 
より以下のような指摘がなされた。 
①この間、開催されてきた「川づくり行政連絡会」の議事録を情報公開で入手 
 をしたが、以下の事務局発言は問題であると思う。 

「～～その際、上位計画である河川環境管理計画、空間計画と自治体計画に 
乖離があることを述べさせて頂きました。その乖離について、策定から 20
年以上経過した河川環境管理計画を必らずしも守らなければならないとは

言えないのではないかと述べさせて頂きました」と!? 
   ②いま説明いただいた『構想』にあるエリア設定というのは、「乖離」という 
    言葉を超えて、上位計画である河川環境管理計画を全く無視したものである

と言っても過言ではないでしょう。地域のアンケート結果を積み上げて文章

化したまで、と言われますが､上位計画との整合性を調整するのも行政の仕事

ではないんですか。すでに乖離している現状をさらに押し進めようと･･･？ 
   ③私の資料にある航空写真の「相模川･中津川厚木市河川利用構想 S-3」はいま

説明いただいた内容と全く同じものですが、この書き込みの「その他」の所 
に「グランド整備について懇談会等では否定的な意見が多かったが、絶対的

な人数からすれば、少数派であると考える。あまり重要視していない意見で

ある。すべて自然が良いとも限らない。」とありますが、今回の河川法改正、

そして河川整備計画策定ということをどのように考えているのでしょうか。 
 

最後に、岡田幹事から、相模川河川空間管理計画と現状の河川利用との乖離を 
どの程度まで許容するか、また河川整備計画において空間管理計画と将来の河川

利用が乖離することを防止するための条件設定につき、いきなりふれあい懇談会

等で始めるのでは混乱することが予測されるので、河川管理者と厚木市と私たち

少数の者との話し合いの場を調整して欲しいということを、厚木土木事務所から

の参加者である住谷氏にお願いして、この日のアジェンダ専門部会は終わった。 
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 現在のニーズ（東京・神奈川）に合わせた対応・低温乾燥・価格競争に勝てる仕組み

が必要。木材を使った小型の乾燥機もできている。内部だけでやっているのではだめ。 

→製材工場再稼働へ（資金・現実的問題（現在のニーズに合わせた必要量調達するた

めの仕組み）・価格競争力に勝つためには低温乾燥による品質の向上も必要。） 

●3・11 後集成材でなければという動き。 

●山梨県内の持っている膨大な森林、かな 

りのものが県有林であることは大きな特色。 

山梨県は森林の宝庫、宝の山。 

●『里山資本主義』 

 ●森林組合の存続、今まで森林組合は儲か 

   らなくても良い。→いい人材が育たない。 

 ●緑のダム・エネルギーのダム 

 ●森林税・水源税 ●景観の保全・水源涵の役割 ●集約化施業 

 ●森林空間の利用：グリーンツーリズム・混農林業――国の補助金も引っぱれる 

 ●補助金の概念を変えなければ。→地域の活性化につなげることが必要。 

 ●考えているだけでは足踏み状態、一歩踏み出すと展開が出てくる。外部との連携の

広がりができてくる。 

 ●適地適木、地域の知恵、風の道 

 ●防災・景観の観点からの森林 

 ●丹沢の禿げている斜面、植樹しても様々な要因 

で、木が育たない。→5 年目にうまく育つ技術    

を開発。 

 ●森の木を使ってもらう、木を出し続けるために 

   は林道→採算が取れない。架線集材の方法 オーストリアの方法等、しっかり検討

し直す必要がある。皆伐は採算が取れる。 

 ●山の崩壊――皆伐が悪いわけではない、木があることで山が崩れる場合がある。昔

の知恵、皆伐したところの森が元気。 

○  今後の取り組み及び流域協議会の担う役割  

●甲斐東部の課題、謝金を返済しなければ製材は再稼働できないのか？→行政的・技

術的・経済的課題→流域協議会の役割ではないのか 

●今後安定して木材を出していくための課題――林道・架線集材・皆伐に対する固定

概念の是非を含めて、もう一度しっかりとした検討をする必要がある。 

●この流域にふさわしい、地域の知恵を生かした森づくりのシステムの構築が必要。 

●引き続きこのような集まりは続けて積み上げていき、政策提言までつなげてほしい。 

◎ 内容も直接森林に携わっている方方の率直な意見交換ができ、現実的課題も浮かび

上がってきた。出てきた課題はしっかりと整理し、次年度に提案としていきたい。 
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ウ エネルギー専門部会 

                              （報告者：河西悦子） 

  

今年度は、流域における自然再生エネルギーの取り組みの具体例や、新たな可能性への

検討を取り上げた。 

【第１回 エネルギー専門部会】 

日時：2013（平成 25）年 7月 31 日（水） マイクロ水力見学会 

場所：厚木市「七沢マイクロ水力発電設備」・玉川公民館  

説明：厚木市環境農政部 環境総務課  

●目的：七沢川から取水した農業用水、クレソン   

畑へ放流する際の、1.5ｍの落差 35ℓ/毎   

秒の水量を利用して発電、発電した電力 

は地域で使用。再生可能エネルギーの推 

進及び地域環境の保全のため。 

●設置時期：平成 24 年 11 月 

●形式：低ヘッドマイクロ水力発電         

●発電電力：0.2ｋｗ  

●年間想定発電量：1,752ｋｗh 

●構造：上部の取水口から水が管を垂直に流れ落ちる際に渦が発生、取水口に取り付け

られた発電機のプロペラが回転、発電する。 

●設置・管理の業務委託：七沢観光協会水力発電設備設置委員会 

●委託費：約 200 万円（設置個所の検討、発電設   

備、付帯工事、不法投棄禁止警告看板   

（ＬＥＤ）の設置、維持管理含む） 

◎コンパクトで頑丈・単純な構造の発電機（※発

電機そのものは 20 万円ぐらい）、いろいろなとこ

ろに設置できそう。 

◎地元からの相談がきっかけということで、地元

が一緒に作るところから（電気屋・建築関係）、維持管理まで関わることで、水の排水

や秋落ち葉がたまる問題など、地元で解決。 

 

◇終了後、公民館隣接地にある玉川小学校の子供たちが父 

兄とともに木を切るところから手作りで作り上げた校舎を 

見学。公共事業を子供たちが作ることに関わった珍しいケ 

ース。(今年度シンポジウムパネラー予定のグリーンリバー 

ス代表の吉野氏指導の板倉工法による) 
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【第 2回 エネルギー専門部会】 

期日：2014（平成 26 年）3月 13 日（木）13：30～16：00 

場所：大月市民会館 

 〇協議会としての取り組みについて（エネルギー専門部会担当幹事：河西悦子が報告） 

   これまで協議会として流域での再生可能エネルギーとして、風力発電については

目を向けてこなかった。この会場のある大月市では、明治のころからの長距離送電

が初めて取り組んだ駒橋発電所があり、日本一の落差のある揚水式発電がある。桂

川の水力発電をまとめられた小佐野先生と交流するなかで、地域のエネルギーをど

のように考えていくかということから、一般的に、山間部での風力は適さないと思

われていたが、ひょっとして可能性があるのではということで、検討し始めた。 

  今回、風力発電の基本を学び、可能性をしっかり見極めていくためにも、風力発

電の実績を持っている専門家をお呼びして、学習会を行うことになった。 

〇講演「風力等再生エネルギーの現実と可能性」 

  講師 電源開発(株)環境エネルギー部長 三保谷 明 氏  

   ① 世界の風力発電導入実績 

    ●2012 年累積導入量は 2億 8,248 万ｋｗ   

    ●2005 年以降は前年比 25％の増加 

    ●国別では中国が１位 7,556 万ｋｗ（世界の約 26.8％）周辺整備が追付かず。 

     アメリカ 2位―企業の利益が出るような政策 

     日本は 13 位（2011 年）低迷。 

   ② 日本の風力発電導入実績 

    ●2012 年度推定累積導入量  

264.9 万ｋｗ、1,916 基、438 発電所 

    ●法的整備によって導入拡大停滞し、制度依存 

性が高い。2011 年の改正環境アセス法施行で 

新規導入停滞。 

    ●都道府県別風力発電導入量 

     1 位：青森県 32.9 万ｋｗ,212 基 、神奈川：7,170ｋｗ,５基、山梨県：０ 

   ③ 風力発電の仕組みと特徴 

    ●風力発電の立地要件：風況が良い 土地利用が可能  送電線が近い 

     輸送道路がある  地域環境への影響が小さい 地元の協力が得られる 

   ④ 風力発電の導入ポテンシャル 

   ⑤ 風力発電の導入意義と効果――風力発電の売り 

    ●電源別エネルギー収支比率：再生可能エネルギーの中で水力に次いで２番目 

    ●電源別ペイバックタイム（EPT）が短い（水力と同じ位、太陽光より短い） 

   ⑥ 風力発電導入促進の課題がある 
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番号 実施年月 実　施　場　所 テ　　　ー　　　マ

① 1996年 3 月 大 月 市 民 会 館 桂川 ･相模川流域の交流と連携の序章

② 1996年11月 富 士 五 湖 セ ン タ ー 上下流からの発信

③ 1998年 2 月 海 老 名 市 文 化 会 館 流域環境保全プログラムの発信

④ 1999年 3 月 相模原市けやき会館 桂川 ･相模川を美しくするために　～流域のゴミ問題～

⑤ 2000年 3 月 都 留 市 文 化 会 館
桂川 ･相模川の水をきれいにするために
　～石けんと合成洗剤を例として～

⑥ 2000年11月 寒 川 町 民 セ ン タ ー ～飲み水から桂川･相模川流域を考える～

⑦ 2001年11月 相模湖交流センター 相模湖を知ろう ･遊ぼう ･体験しよう

⑧ 2002年12月 大 月 市 民 会 館
森 ･川 ･海との新たな交流 ･連携
　～市民参加による流域の森づくりと上下流交流の促進～

⑨ 2003年11月 横浜情報文化センター
清く豊かに川は流れる「蛇口の向こうの森を考えよう」
　～飲み水はどこからどこへ～

⑩ 2004年11月
山 梨 県 郡 内 地 域
産 業 振 興 セ ン タ ー

富士吉田市、桂川 ･相模川流域協議会合同シンポジウム
豊かな水の恵みを後世に　－富士から始まる循環型社会－

⑪ 2005年11月 サン･エールさがみはら 桂川 ･相模川の未来を創ろう

⑫ 2006年11月 上野原市文化ホール
―桂川 ･相模川水系－　水源地からの警告
　～誰が私たちの飲み水を守るのか～

⑬ 2007年11月 愛 川 町 文 化 会 館 桂川 ･相模川からのメッセージ　～水質と農薬のかかわり～

⑭ 2008年11月 勝山ふれあいセンター 変わりゆく富士山　―桂川 ･相模川の源―

⑮ 2009年11月 神奈川中小企業センター 都会が支える水源林の未来　～流域林の活用～

⑯ 2010年 9 月 相模川三川合流地点『川は誰のものか』

⑰ 2011年11月 忍野村生涯学習センター いのちをつなごう　～最上流部に暮らすいきものたち～

⑱ 2012年11月 相 模 女 子 大 学 川の声を聞こうよ　桂川～相模川

⑲ 2013年10月 山 中 湖 村 公 民 館 富士山から相模湾へ水は巡る　～紅葉の山中湖シンポジウム～
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ア 事業の目的 

 2008 年以降同様、里地の水辺環境保  

全・再生のための調査。2009 年に提言 

した課題の解決に向けて、会員相互に 

協働する。 
イ 事業の内容 

 流域の水田・水路・池等で、生物種を調

査し、基礎データを積み重ねる。2012年度

に引き続き、河川も含めたアメリカザリガ

ニ調査を行い、水辺環境保全再生の勉強会

を実施した。会員以外にも流域で活動する

方々の参加があった。 

 
（ア）田んぼの生きもの調査 
A 調査方法 
水田の生きものを網ですくいバットに入 

れて種名と個体数を記録した。 
  
B 参加人数  

山梨県２名（案内）・神奈川県２名（調査） 

  

C 調査場所   

山梨県：大月市(藤崎・駒橋・大月町真木・ 

大月町真木福正寺前) 神奈川県：相模原市 

（鳩川・縄文の谷戸）、海老名市（泉橋酒造 

の酒米水田）、座間市座間新田、厚木市（東 

京農大厚木中央農場）、愛川町（尾山耕地） 

  

D  調査日・調査地域 ＊省略：神奈川県 

6月22日相模原市磯部（鳩川・縄文の谷戸） 

6月22,25,28,30日 愛川町尾山耕地 

7月1,2,3,13,14日 愛川町尾山耕地 

7月5日 海老名市下今泉：泉橋酒造 

7月8日厚木市(農大) 

7月11日 山梨県大月市・４地域 

8月15日 座間市座間（新田） 

 

E  2013年度田んぼの生きもの調査結果 

・（神奈川県）相模原市 鳩川・縄文谷戸： 

 

 

アキアカネの羽化直後の個体を確認した。 

 

・厚木市 東京農大中央農場は昨年ウンカ

が出たので、周囲の水田と隣接する水田に

ウンカ対策の農薬を使ったとのこと。調査

水田では複数のヤゴやタマガムシ１個体を

確認した。 

・座間市 浸透性農薬フィプロニルを

2009・2010 年に使用。2011 年から不使用、

2012 年までヤゴは確認できなかった。2013

年は調査が８月になり、時期的にも赤トン

ボのヤゴは確認できなかったが、アジアイ

トトンボのヤゴを確認できた。 

 

・海老名市泉橋酒造水田 

ホウネンエビ他確認。 

冬水田んぼが定着。 

６月始めに水を入れて 

代掻き後、田植え。 

田植え後５～14 日に生糠を撒く。 

 

・尾山耕地：６月の全区画ヤゴ調査データ

を加えて、田植え前の苗に撒く浸透性農薬

フィプロニルを使用した水田での生物への

影響の経年変化などについて、水田 18 番と

26 番、変化の大きい 50 番を考察。 

水田 18 番：コガシラミズムシ他様々な水生

生物のいた水田。2010 年のみフィプロニル

使用、2011 年から不使用で少しづつヤゴが

回復している。しかし、コガムシを除いて、

タマガムシなど水生甲虫のほとんどが確認

できない。 

・26 番：2008・2009 年フィプロニル使用、

その後不使用のようだが、まだヤゴは確認

できない。 

・水田 50 番：30 個体以上いたタマガムシ

                                                     

(２) 田んぼの生きもの・アメリカザリガニ調査                   
（報告者：大木悦子）  

 ホウネンエビ 

 ２０１３年７月５日 
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やヤゴなどを 2011 年以降に全く確認でき

なくなった。農法変化が懸念される。 

・2013 年尾山耕地の全水田で神奈川県絶滅

危惧ⅠB類タマガムシを確認できなかった。 

 

 

 

 

 

 

・山梨県の調査   

 真木：水田は水が冷たく、いもち病対策

の農薬を撒布しているが、ネオニコチノイ

ド系やフィプロニルなどの浸透性農薬（殺

虫剤）は不使用。ナツアカネやホソミオツ

ネントンボのヤゴがみられ、繁殖が確認で

きた。 

 

 

 

  

  

  

 

 

 駒橋：水田に水が入ったのは、田植え直

前の７月１日とのこと。７月 11 日の調査で

は赤とんぼのヤゴを確認できなかった。こ

の時期は、赤とんぼのヤゴは終齢か羽化が

終わる頃だが、越冬した卵の孵化時期に水

田に水が無く、孵化できなかったようだ。 

また、用水路に入った国道側溝掃除後のヘ

ドロで水田に油膜が張り、生活排水の入る

水田の厳しい現状を知った。 

 藤崎：沢水だけで、生活排水の入らない

水田。久しぶりにシマゲンゴロウを確認。 

（イ）アメリカザリガニ調査 

A 調査６団体  

湘南地域協議会、神奈川ウォーター・ネッ

トワーク、座間のホタルを守る会、鳩川・

縄文谷戸の会、目久尻川をきれいにする会、

あいかわ自然ネットワーク 

 

B 調査期間 ８月～９月 

 

C 調査方法 アナゴカゴ大２個・小１個使

用、設置した翌日回収。雌雄個体数、総個

体数、総重量、甲長などを記録する。 

 

 D アメリカザリガニ調査まとめ概要  

･アメリカザリガニのいないか少ない調査

地：本流など、流れがあったり、モクズガ

ニやナマズなどライバルになる生物がいる

場所。餌の少ない上流の湧水環境など。 

生息地：池、本流中流域や河川敷のワンド、

流れの緩やかな水田・用水路など。 

 

E アカザリガニ調査拡大実行委員会 

 ○第１回拡大実行委員会  

開催日：2013 年 10 月 14 日  

場所：座間市立市民文化会館２階小会議室  

参加者：６名  ・調査結果報告 

資料：アメリカザリガニ調査記録一覧表  

  

 ○第２回拡大実行委員会と勉強会 

開催日：2013 年 11 月 23 日 

会場：海老名市文化会館 353 多目的室  

参加者：20 名 ＊（エ）に概要 

 

 ○第３回拡大実行委員会 

開催日：2014 年１月 18 日 

場所：海老名市文化会館 254 学習室 

参加者：10 名 ・ポスター案、来年度事業・

報告書作成等検討 

 
F  2013 年 11 月 23 日勉強会の概要 

   

       山梨県真木での調査風景 

       

  

  写真左：ホソミオツネントンボのヤゴ 
    右：シマゲンゴロウ（下にヤゴ）
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テーマ：水辺の生物多様性・生態系の保全

再生事例について 講師：勝呂尚之氏  

   （神奈川ウォーター・ネットワーク）  

･講演内容の概要 

時間の関係で、以下のうち①②③を話す。 

①河川の復元・・・多自然川づくりと魚道 

②ビオトープによる復元 

 ・・・ホトケドジョウとミナミメダカ 

③外来種対策・・・アメリカザリガニ 

④丹沢の再生・・・ヤマメの食性と森林 

                     

①河川の復元について 

■河川環境悪化の原因は、水の汚れだけで

はない。森がダメになったり、河川改修に

よる護岸なども。堰堤・ダムなどがあると

アユ、ウナギ、ハゼ、カジカ、エビやカニ

の仲間など多くの魚類が、海と川を行き来

できなくて、上流側から絶滅する。 

■生態系に影響を与える外来種  

 その地域に外（国外・国内他地域）から

入った生物。ウシガエルやアメリカザリガ

ニはずっと前から各地に入っていたが、最

近はミッシシッピーアカミミガメも増えた。 

■絶滅種だけ保護すればよいのではない。

絶滅種を含めた生物多様性をあげて、安定

した生態系をつくっていくことが大事。 

■多自然の川づくり事例 

・平成９年の河川法の改正もあり、全てコ

ンクリートで固めることが見直されている。 

・鳩川や引地川などで、草地・杭・じゃか

ご・くぼみ等を設置。少しずつ生物が回復。 

■農業用水路の多自然改修・自然と維持管

理の折り合い事例 

・伊勢原市ホトケドジョウの水路を乱杭・

土・石積み、コンクリート水路の折衷案７

割ぐらい保全できるグリーンパネル使用。 

■河川の保全・復元の考え方 

・護岸工事の必要性はあるのか？ 

・生物保護や利用の目的を明確にする。生

物の目線で。魚類に対応（事前調査） 

・地元の素材を使用。 

・少しの工夫で成果がある、プチ再生。 

・復元後の問題点を認識し、改修やメンテ

ナンスをするためにモニタリング（継続調

査）が重要。 

■人工構造物・堰堤の現状と課題 

・生物の移動障害がある。雨で流され、遡

上できないと上流の魚が減少。また、落下

による衝撃、砂堆積で堰上の環境が単調化

（浅い単調な流れ・伏流で魚が棲めない） 

・寒川堰のうち階段式魚道に沿ったロープ

はエビ・カニ用で、夜になるとロープを登

るエビやカニを観察できるので、夜の観察

ツアーもおもしろい。 

・魚道の問題点 

 岸沿いに上る魚の誘導が大事、川の真ん

中に魚道つくるのは良くない。移動の回復

は遡上・降下の両方向。魚道は海に近い下

流を優先し、海から遡上できるようにする。 

・環境の違う本流と支流の行き来を重視す

る。魚は、季節や生活史（産卵など）で本

流と支流を使い分ける（ナマズは卵を産む

ために農業用水路に入って来る。夏、ヤマ

メは本流に少なく、支流に多くなる） 

 

②ビオトープによる小さな自然の復元事例 

・最初は行政が創出、維持管理は市民参加 

■ホトケドジョウ生息環境復元事例 

谷戸の代表種・ホトケドジョウは、湧水域
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の減少で絶滅危惧種になった。 

・川崎市生田緑地では湧水池の造成・放流

試験・維持管理・調査研究により、ホトケ

ドジョウの生息環境を再生。ホトケドジョ

ウは、水温の高い湧水環境で越冬する。 

■ホトケドジョウ生息環境を保全すること

は、湧水環境のたくさんの生物・谷戸の生

態系を保全することになる。 

■源流・支流の重要性 

水源環境の保全は、支流から本流、海の環

境保全につながる。渓流部・谷戸・農業用

水などは、稚魚の成育場。支流域の再生は

市民参加に期待する。 

■絶滅危惧種メダカの生息環境復元事例  

最近メダカは、ミナミメダカ（南日本集団・

小田原など）とキタノメダカ（北日本集団・

日本海側や北関東）に分類された。 

・小田原のミナミメダカのビオトープ再生。

アメリカザリガニが増えてしまったが、地

域ぐるみの継続した駆除で減っている。 

 

③アメリカザリガニ対策は、川を上れず少

なくなったライバル（大型モクズガニ・ナ

マズなど）を増やす事と駆除の両面を行う。 

■ギバチを増やす対策として、間伐材を用

いた漁礁を作った。箱状の網、底にも網を

張って中に間伐材を入れる。魚のほかに、

カワニナ・ヌカエビ・アメリカザリガニも

入る。調査や駆除、観察会にも使える。 

     

まとめ 

■水辺環境の保全・復元のポイント 

○外来種の正しい情報発信 

○定期的に外来種駆除をしないと自然は戻

らない 

○対策を行政の計画に盛り込む 

○市民の連携 

○プチ再生 少し手を入れると生物が増加。 

○専門知識を学び、故浜口哲一氏提唱のト

コロジスト（地域の自然の防人）になる。 

 

参加者の発言 

 寒川で湧水を調べ、湧水の重要さと生物

多様性向上のための活用に関心が在る。 

（講師コメント）相模原市で湧水を調べた。

トラブル回避のために、行政を通して説明

する。湧水が残れば、将来のプラスになる。 

○参加者からの要望 

 間伐材漁礁の資料があれば参考にしたい。   

 
 G 第 2 回アメリカザリガニ調査 

    拡大実行委員会概要 
  調査結果一覧表順に、各調査地点の写真、

調査結果などを発表。画像による調査地の

詳しい位置や調査結果、まとめなど充実し

た発表となった。詳細は来年度の調査報告

書に掲載する。 

 ・意見交換 

 ・県立座間谷戸山公園では外来種駆除が

事業対象になっていない。厚木市七沢の県

自然環境保全センターを見習って、谷戸山

公園でも子供たちが釣ったアメリカザリガ

ニの持ち帰りを禁止にしてほしい。 

 ・バケツを置いて、入れてもらうように

するなど、最後の始末まで子供たちにきち

んと言って、見せる。 

 ・感想 

 ・平塚市四之宮の県下水道公社四之宮管

理センタービオトープ下流の池にアメリカ

ザリガニが大繁殖。市民の駆除協力に期待。 

 ・モニタリングの重要さが良くわかった。

調査には、市民も行政に協力する。（拍手）  
   

H 査結果概要一覧表（次ページ以降）   

I 2013 年度調査地点地図 

（作成：座間のホタルを守る会 並木保男氏）  
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№ 河川名 調査場所 団体名 № 河川名 調査場所 団体名 № 河川名 調査場所 団体名

1 目久尻川 栗原遊水地 座間のホタルを守る会 13 中津川
愛川町　尾山耕地休耕
田・池

あいかわ自然ネットワー
ク

25
荻野川・真弓川合
流地点

厚木市・荻野、弁天橋下
流

神奈川ウォーターネット
ワーク

2 目久尻川 芹沢公園 座間のホタルを守る会 14 中津川
愛川町　八菅橋下流河川
敷

あいかわ自然ネットワー
ク

26
荻野川支流・田尻
川

厚木市・上荻野：荻野川
合流点より２０ｍ

神奈川ウォーターネット
ワーク

3 目久尻川 いっぺい窪 座間のホタルを守る会 15 日向川 厚木市七沢　大畑橋下流
神奈川ウォーターネット
ワーク

27 善明川
厚木市・棚沢：蟹沢橋上流
善明川最上流部

神奈川ウォーターネット
ワーク

4 目久尻川 巡礼橋下流 座間のホタルを守る会 16
玉川水系・大竹沢
支流、多々良沢

厚木市七沢県自然環
境保全センター内

神奈川ウォーターネット
ワーク

28 善明川
厚木市・下川入：下川入
善明川の水辺

神奈川ウォーターネット
ワーク

5 鳩川 谷戸山公園（湿性生態園） 座間のホタルを守る会 17
玉川水系・上谷戸
沢

厚木市・七沢、坂下橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

29 善明川
厚木市・下川入：
長坂山の根水辺の広場

神奈川ウォーターネット
ワーク

6 鳩川 谷戸山公園（水鳥の池） 座間のホタルを守る会 18 恩曽川
厚木市・上古沢、野竹沢
橋

神奈川ウォーターネット
ワーク

30 山際川 厚木市・山際：小平橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

7 鳩川 谷戸山公園（湧き水の谷） 座間のホタルを守る会 19
恩曽川上流部・支
流、市道川

厚木市・上古沢、市道
神奈川ウォーターネット
ワーク

31 山際川 厚木市・山際：馬坂下橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

8 目久尻川支流 亀島公園湧水池
目久尻川をきれいにす
る会

20 恩曽川 厚木市・温水、高浅橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

32 山際川 山際：神明ノ木橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

9 目久尻川支流
杉本小正門前の田の水路
海老名市国分北

目久尻川をきれいにす
る会

21 小鮎川
愛甲郡清川村柳梅、柳梅
橋

神奈川ウォーターネット
ワーク

33
相模川水系農業
用水路

平塚市吉際　田村用水
相模川湘南地域協議
会

10 相模川 相模原市　昭和橋上流 鳩川・縄文の谷戸の会 22
小鮎川支流、金井
川

厚木市林、平成橋上流の
右岸支流

神奈川ウォーターネット
ワーク

34 相模川本流 馬入水辺の楽校
相模川湘南地域協議
会

11 鳩川 鳩川・縄文の谷戸 鳩川・縄文の谷戸の会 23 小鮎川 厚木市・林、林妻橋
神奈川ウォーターネット
ワーク

12 中津川
愛川町　仙台下頭首工す
ぐ上流

あいかわ自然ネットワー
ク

24 荻野川
厚木市市・及川、三河尻
橋

神奈川ウォーターネット
ワーク

桂川・相模川流域協議会  ２０１３年度田んぼの生きもの・アメリカザリガニ調査地点図　

①
②
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この地図は、国土地理院作成の国土数値情報資料（色別標高図）を複製／使用したものです
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（３）相模川支流渓流の生態系回復事業 

（報告者：岡田一慶）  

 

 この事業は新規の事業である。今年度の目標は神奈川県の砂防ダム、治山ダムの担当者、市民、

学識経験者などが率直に意見交換し、より良い渓流環境の保全再生を目指すための情報交換を行

なうことだった。 

  

ア 内水面試験場との意見交換 日時 ７月10日場所 神奈川県内水面試験場会議室 

  神奈川県が既設、新設の砂防ダム、治山ダムのスリット化（ダムに隙間を開けて、連続性を

確保し生態系に配慮したもの）を既に行なっていることから、その資料を検討することがまず

必要との認識で一致した。 

イ 治山ダム意見交換報告 2013年11月22日 神奈川県環境農政局森林再生課と意見交換。 

<県> 神奈川県の治山ダムの総数は約8000基整備されている。スリット化されている治山ダム         

数は集計していないのでわからないが、調べて報告したい。 

<会> 治山ダム台帳には整備されている治山ダムの内容が記載されているので、その内容を電  

子情報として（CDROM)提供できないか検討してほしい。 

<県> 電子情報化されているものがあるので、検討する。 

<会> 既設の治山ダムでスリット化の改修工事がされたことはあるか。 

<県> 新設ではスリット化が行なわれた事はあるが、既設の治山ダムをスリット化した事例は

ない。 

<会> 8000 基の既設の治山ダムのうち、スリット化が可能な治山ダムがあると思われるの    

で、検討してほしい。 

<県> 治山ダムのスリット化は全国的に行なわれているので、可能かどうか検討したい。 

<会> スリット化された治山ダムを見学したいので、場所、日程等検討してほしい。 

<県> 検討する。 

    その後の連絡では、2014年３月には治山ダムの場所がわかる地図情報を提供できるとの回

答があった。また、既設治山ダムスリット化の検討も行なっていることもわかった。 

ウ 砂防ダム意見交換報告 2013年11月22日   神奈川県県土整備局海岸砂防課と意見交換 

<会> 県全体の砂防ダムの数、スリット化された砂防ダムの数を教えてほしい。 

 <県> 全体で砂防ダム数は873基で、そのうちスリット化された砂防ダムは８９基ある。 

 <会> 神奈川県の砂防ダム基本方針を教えてほしい。 

 <県> 神奈川県全体の新規の砂防ダムについては基本的にはスリットダムを考えている。      

理由はスリットダムの方が通常ダムに土石が堆積していないので洪水時の土石の捕      

捉量が多くなるメリットがある。 

 <会> 工事前後で、動植物調査を行なっているか。 

 <県> 文献調査は行っているが、通常、現地調査は行っていない。 

<会> スリット化されていない砂防ダムが約800基あるが、それらのスリット化は考えているか。 

 <県> 現在までに砂防事業は全体の約３割程度が終了している。７割が未整備の状態。予算も

限られているので、新規の砂防ダム整備が優先される。 

 <会> スリット砂防ダムを現地見学したいので、場所、日程等調整してほしい。 

 <県> 検討する。 

    その後の連絡では、2014年４月中にスリット化されたダムの見学を場所等も含めて、調整中である。 
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70％、

混薬槽か

いる。す

水場も見

とを右折、相

川の河原

堤に仕切

ルを守る

いに北へ

この水田

飢饉の

って相模

りとい

表紙を参照

て知られる

代末期に下

から隧道

が地元の篤

水として

んだ中に一

しい風情

 

クロバス利

然環境が残る

相模川沿いに

原に下る。

切られた田

る会の小野

へ向かって

田の始まり

ときに中島

模川の水を

う。「万平穴

照ください）

。下流の望

利用し、相模

る流域を巡っ

に北上し、直

ここは望地

園地帯であ

さんから東

説明を聞き

は江戸時代

万平という

引き入れ開

穴」と呼ばれ

 

望地に流れる

模野台地河岸

った。 

直ぐに左手の

地河原と言っ

ある。望地の

東側の斜面緑

ながら歩く

代末期の安政

若者が隧道

開墾したのが

れる史跡にな

る烏山用水路

岸段丘

の相模

って霞

のホタ

緑地沿

く。こ

政年間

道を掘

が始ま

なって

路と崖

－ 38 －



エ 

民

名

木造

具や

に地

の大

く

い

オ 

神

が残

所

てい

し

案

キ 

 最

え

JR

【第

黄金

等多

効な

の重

動家

必要

知り

田名民家資

民家資料館

地域で盛ん

造古民家の

や生活用品

地域の有志

大杉の池は

に田名村役

る。 

神沢河原の

神沢河原は

残されてい

によってカ

いる。ここが

た魚類生態

内された。

諏訪ノ森橋

最後に諏訪

るビューポ

相模線橋本

4 回ウォー

金色の稲穂

様な生物の

用水路のあ

要性をお話

の強い志と

であり、その

ました。 

資料館見学と

館は明治から

んだった養蚕

資料館であ

が展示され

の方が保存

八瀬川の源

役場があり役

のカワラノギ

、神沢不動

る河原であ

ワラノギク

がカワラノ

試験池の外

 

橋～小倉橋下

訪ノ森橋を渡

イントで全

本駅西口で解

ーキング参加

穂が揺れる田

の生息空間を

り方、行政や

話し頂き、自然

、地域住民及

の成果ははっ

と大杉の池

ら昭和にかけ

蚕農家の姿を

ある。生糸生産

れ、収蔵資料な

存管理してい

源流で明治ま

役場の池と呼

ギク圃場 

が祀られて

あると認定し

の第 1 圃場

ギク保全活

圃

カ

場

能

後

在

が

外、多くの試

下河原 

渡り、大島河原

全員の集合写

解散した。

加者の感想】

田園地帯では

を保全するた

や周辺農家

然を守るた

及び行政と

っきり表れ

けての田

を伝える

産用の農

などと共

いる。近く

までは、近

呼ばれて

ているお堂が

している河原

場が設営され

活動の原点の

圃場の種子供

カ 神奈川県

少し上流の

場は、平成

能な地である

後、水産技術

在に至ってい

が可能である

試験棟が整備

原の中洲北

写真を撮影。

 

は、ホタル

ために有

との協調

めには活

の協調が

ることを

がある。ここ

原である。2

れ、2010 年

のような場所

供給地である

県水産技術セ

の大島河原

7 年 4 月、

るこの大島

術センター

いる。この

るとの理由

備されている

北端から小倉

目いっぱい

この河原は私

008 年 3 月

までに第 3

所であり、他

る。 

センター内水

にある神奈

豊富で清浄

地区に移転

内水面試験

地は豊富で

から選定さ

る。職員の方

倉橋と新小倉

いであった一

私たちが最も

月に厚木土木

圃場までが

他のカワラノ

水面試験場 

奈川県内水面

浄な水の確保

転してきた。

験場に改称さ

で清浄な水の

れ、湧水を

方が巡視コー

倉橋が重なっ

一日の予定を

も自然

木事務

が出来

ノギク

面試験

保が可

その

され現

の確保

を利用

ースを

って見

を終え、

－ 38 － － 39 －







桂川・相模川クリーンキャンペーン2013　実施結果一覧

可燃ごみ 不燃ごみ その他
簡易水
質検査

水生生
物調査

67

　冷蔵庫、タイヤ

1,600

　粗大ゴミ

55
　テレビ2台
　タイヤ2本

40

　自転車２台

100
　鉄くず、
　廃消火器1台

○

― ―

― ―

―

―

― ―

５月６日（月）
～

６月２日（日）

6

9

５月１２日
（日）

8

10
５月１８日

（土）

公益財団法人
かながわ海岸
美化財団

神奈川県内各海
岸

神奈川県
目久尻川　（前田
橋～巡礼橋親水
公園）

相模川河口干潟

30 200
さむかわエコ
ネット
自然環境部会

さむかわエコ
ネット目久尻川
クリーン作戦

目久尻川クリー
ンアップ作戦

目久尻川　（寒川
大橋～宮山大橋
～寒川橋）

神奈川県

目久尻川　（寒川
大橋～宮山大橋
～寒川橋）

山梨県 山中湖畔周辺

国道２０号線
吉野花だまり

神奈川県

実施会場
番
号

実施日 開催県

4

４月７日
（日）

４月２０日
（土）

４月１３日
（土）

1

山梨県

５月１２日
（日）

５月１２日
（日）

神奈川県 道志橋～弁天橋

ごみ清掃以外
の実施項目

主催者（団体） 事業名
参加者

数
（人）

ごみ回収量（㎏）
　　※ １㎏未満は四捨五入

目久尻川
（亀島団地橋～小
園橋）

神奈川県

神奈川県
さむかわエコ
ネット目久尻川
クリーン作戦

2
富士河口湖
町内全域

3
４月～７月

第2・4水曜日

富士河口湖町

山中湖村観光
地を美しくする
会

村内一斉清掃

座間のホタル
を守る会

相模川湘南地
域協議会

相模川クリーン
キャンペーン

さむかわエコ
ネット
自然環境部会

5

神奈川県

国道２０号線吉
野花だまりク
リーンキャン
ペ 活動

75

25

4,500

1,200

津久井湖の自
然を守る会

―

―

―

―

10

400

20

80

500 500 ―

― ―

20

―

100

70

50

―

40

100

―

120

藤野山岳会
藤野町山岳協
会

30

75

10,246

富士河口湖ク
リーンアップキャ
ンペーン

55

ビーチクリーン
アップかながわ
２０１３

２０１３年　春の
目久尻川クリー
ンアップ作戦

目久尻川をき
れいにする会

５月１２日
（日）

7

神奈川県

490

1,500 800

1,630

29

14,426 20,831

―

1,399

 タイヤ59本、
 バッテリー7個、
 自転車19台、
 バイク2台、
 テレビ8台、
 石油ファンヒーター
１台、金庫1個、
 ペンキ缶24個、
 オーディオ２台

50
　ペットボトル、
　缶、ビン

1,140

ワイヤー、木の枝

日本ボーイス
カウト神奈川
連盟　寒川第
１団

さむかわまちぐ
るみ美化

30 10 10 ―

200 700 200

19

20

６月３０日
（日）

神奈川県

７月４日
山梨県

相模川
神川橋下流河川
敷

寒川町
相模川美化キャ
ンペーン

河川美化活動

相模川を愛す
る会

富士・東部建 桂川クリーン作

750 350 300

― ―

―

― ―

― ―

川とのふれあい公
園～神川橋下流
河川敷

上野原町新田・桂

○
中道志川トラ
スト協会

15 20 10 ○18
６月２日

（日）
神奈川県

道志川
弁天橋上流河原

16
５月２６日

（日）

５月２６日
（日）

神奈川県

道志村村内

神奈川県 茅ヶ崎海岸全域 茅ヶ崎市

520840
５月２６日

（日）

15
５月２６日

（日）
神奈川県

相模川（三点合流
点河川敷、旭町ス
ポーツ広場）

美化キャンペー
ン
クリーン茅ヶ崎

愛川橋下、田代運
動公園前河原、八
菅橋下　他

11

小出川に親し
む会

小出川土手そう
じ

20

道志村

17
６月２日

（日）
神奈川県

相模川河川敷５地
区９会場

854
平成25年度
第1回相模川ク
リーン作戦

1,432

―6,060

― ―

― ―

2,320 ― ―

―

村内一斉清掃 290

450

3,180

20

2,800 950

第4回「県央相
模原ｻﾐｯﾄ」六市
町村合同クリー
ンキャンペーン

6,2606,713

2,18314

愛川町
愛川町区長会

あいかわごみゼ
ロ・クリーンキャ
ンペーン

13
５月２６日

（日）
神奈川県 厚木市

赤橋上流～浜園
橋

山梨県

12
５月２６日

（日）
神奈川県 2

200 700 20020
月
（日）

山梨県
富 東部建
設事務所

桂川クリ 作
戦

野原町新 桂
川橋

― ―
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桂川・相模川クリーンキャンペーン2013　実施結果一覧

可燃ごみ 不燃ごみ その他
簡易水
質検査

水生生
物調査

30
　テレビ1台、
　石油ストーブ1台

50

　自転車、テレビ、
消火器、門扉等

70

　鉄くず、家電の
　部品の一部、
　塩ビ管　他

32
　自転車1台、
　ファンヒーター1台

30
鉄くず、廃消火

座間のホタル
を守る会

29

1,000 ―

25

18

○

1,935 1,000

―

― ―

― ―

―

○

50

９月１日
（日）

神奈川県
座架依橋上流
相模川グランド

目久尻川　（久保
田橋～寒川橋周
辺）

１０月６日
（日）

神奈川県28

122 5975

120 25

１０月６日
（日）

神奈川県
目久尻川　（前田
橋～巡礼橋親水

２０１３年　秋の
目久尻川クリー

目久尻川（亀島団
地橋～小園橋）

目久尻川をき
れいにする会

目久尻川クリー
ンアップ作戦

― ○

― ―

2,565

30

2,612 2,068

615 130

９月７日（土）
～

10月６日
（日）

神奈川県
神奈川県内各海
岸

公益財団法人
かながわ海岸
美化財団

８月９日
（金）

山梨県
道志中学校、道志
川

座間市

国際海岸クリー
ンアップ２０１３

中道志川トラ
スト協会

河川美化活動 10

さむかわエコ
ネット
自然環境部会

さむかわエコ
ネット目久尻川
クリーン作戦

150

24

27

相模川クリーン
キャンペーン

25

１０月６日
（日）

神奈川県
道志川
弁天橋上流河原

26

９月２１日
（土）
～

３月１５日
（土）

(1月を除く
第３土曜日）

神奈川県

50 120

相模川・水質調
査と生き物調べ
体験

22 3

水生生物調査23

７月２８日
（日）

神奈川県
相模川左岸相模
大橋下

地球チャイル
ド

22

道志村

― ―

4 ○ ○

―

津久井湖の自
然を守る会

21
７月２１日

（木）
神奈川県 道志橋～弁天橋

ごみ清掃以外
の実施項目番

号
実施日 開催県 実施会場 主催者（団体） 事業名

参加者
数

（人）

ごみ回収量（㎏）
　　※ １㎏未満は四捨五入

　鉄くず、廃消火
器、廃棄毛布

63

　テレビ1台、タイヤ
　３本、トラック用
　バッテリー1台

123

　バイク1台、
　廃消火器1本、
　風呂の蓋1枚

合　　計 40,949 42,910 30,185 4,799

※　ごみの総合計量を推計するため、次により算出した。
　・　袋ごみは、１袋９㎏とした。
　・　粗大ごみについては、各品目１点当たり、次の重量とした。
　・　具体名、数量が明示されていない粗大ごみ等は回収量に含めない。

荻野自然観察
会

を守る会
29

１１月１０日
（日）

神奈川県

31

―

○

1

―

○

ごみの総合計量（推計）

20
津久井湖の自
然を守る会

藤野山岳会
藤野町山岳協
会

10

77,894㎏

10 ―20

80 50

１０月２０日
（日）

１０月１８日
（金）

神奈川県 11

10

荻野川
（荻野橋～下小鮎
橋）

神奈川県 道志橋～弁天橋

32

122

30

59

1

75

荻野川クリーン
キャンペーン

（日）
神奈川県 橋 巡礼橋親水

公園）
目久尻川クリ
ンアップ作戦

200

―

― ―

相模川神川橋下
流河川敷

日本ボーイス
カウト神奈川
連盟　寒川第
１団

30

200
国道２０号線
吉野花だまり

34
１１月２４日

（日）
神奈川県

中津川　（才戸橋
より下流１kmの範
囲)

10 ―

225

33
１１月１７日

（日）
神奈川県

寒川町

上三田青少年
健全育成会

上三田クリーン
大作戦

87 216

800

―

36
２月２３日

（日）
神奈川県

35
２月２２日

（土）
神奈川県 ―

目久尻川　（久保
田橋～一之宮第
一排水路）
小出川　（行政境
農業用排水路～
大曲橋）

―

― ―浜園橋～萩園橋
小出川に親し
む会

小出川の川そう
じ

50

目久尻川、小出
川美化キャン
ペーン

343 3,000

タイヤ＠7.8㎏（トラック用＠53.7㎏）、テレビ＠20

㎏、冷蔵庫＠60㎏、

桂川・相模川クリーンキャンペーン2013　実施結果一覧

可燃ごみ 不燃ごみ その他
簡易水
質検査

水生生
物調査

30
　テレビ1台、
　石油ストーブ1台

50

　自転車、テレビ、
消火器、門扉等

70

　鉄くず、家電の
　部品の一部、
　塩ビ管　他
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　自転車1台、
　ファンヒーター1台

30
鉄くず、廃消火

座間のホタル
を守る会
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1,000 ―

25

18

○

1,935 1,000

―

― ―

― ―

―

○
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９月１日
（日）

神奈川県
座架依橋上流
相模川グランド

目久尻川　（久保
田橋～寒川橋周
辺）

１０月６日
（日）

神奈川県28

122 5975

120 25

１０月６日
（日）

神奈川県
目久尻川　（前田
橋～巡礼橋親水

２０１３年　秋の
目久尻川クリー

目久尻川（亀島団
地橋～小園橋）

目久尻川をき
れいにする会

目久尻川クリー
ンアップ作戦

― ○

― ―

2,565

30

2,612 2,068

615 130

９月７日（土）
～

10月６日
（日）

神奈川県
神奈川県内各海
岸

公益財団法人
かながわ海岸
美化財団

８月９日
（金）

山梨県
道志中学校、道志
川

座間市

国際海岸クリー
ンアップ２０１３

中道志川トラ
スト協会

河川美化活動 10

さむかわエコ
ネット
自然環境部会

さむかわエコ
ネット目久尻川
クリーン作戦

150

24

27

相模川クリーン
キャンペーン

25

１０月６日
（日）

神奈川県
道志川
弁天橋上流河原

26

９月２１日
（土）
～

３月１５日
（土）

(1月を除く
第３土曜日）

神奈川県

50 120

相模川・水質調
査と生き物調べ
体験

22 3

水生生物調査23

７月２８日
（日）

神奈川県
相模川左岸相模
大橋下

地球チャイル
ド

22

道志村

― ―

4 ○ ○

―

津久井湖の自
然を守る会

21
７月２１日

（木）
神奈川県 道志橋～弁天橋

ごみ清掃以外
の実施項目番

号
実施日 開催県 実施会場 主催者（団体） 事業名

参加者
数

（人）

ごみ回収量（㎏）
　　※ １㎏未満は四捨五入

　鉄くず、廃消火
器、廃棄毛布

63

　テレビ1台、タイヤ
　３本、トラック用
　バッテリー1台

123

　バイク1台、
　廃消火器1本、
　風呂の蓋1枚

合　　計 40,949 42,910 30,185 4,799

※　ごみの総合計量を推計するため、次により算出した。
　・　袋ごみは、１袋９㎏とした。
　・　粗大ごみについては、各品目１点当たり、次の重量とした。
　・　具体名、数量が明示されていない粗大ごみ等は回収量に含めない。

荻野自然観察
会

を守る会
29

１１月１０日
（日）

神奈川県

31

―

○

1

―

○

ごみの総合計量（推計）

20
津久井湖の自
然を守る会

藤野山岳会
藤野町山岳協
会

10

77,894㎏

10 ―20

80 50

１０月２０日
（日）

１０月１８日
（金）

神奈川県 11

10

荻野川
（荻野橋～下小鮎
橋）

神奈川県 道志橋～弁天橋

32

122

30

59

1

75

荻野川クリーン
キャンペーン

（日）
神奈川県 橋 巡礼橋親水

公園）
目久尻川クリ
ンアップ作戦

200

―

― ―

相模川神川橋下
流河川敷

日本ボーイス
カウト神奈川
連盟　寒川第
１団

30

200
国道２０号線
吉野花だまり

34
１１月２４日

（日）
神奈川県

中津川　（才戸橋
より下流１kmの範
囲)

10 ―

225

33
１１月１７日

（日）
神奈川県

寒川町

上三田青少年
健全育成会

上三田クリーン
大作戦

87 216

800

―

36
２月２３日

（日）
神奈川県

35
２月２２日

（土）
神奈川県 ―

目久尻川　（久保
田橋～一之宮第
一排水路）
小出川　（行政境
農業用排水路～
大曲橋）

―

― ―浜園橋～萩園橋
小出川に親し
む会

小出川の川そう
じ

50

目久尻川、小出
川美化キャン
ペーン

343 3,000

タイヤ＠7.8㎏（トラック用＠53.7㎏）、テレビ＠20

㎏、冷蔵庫＠60㎏、
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31号 　流域紀行

32号　流域ウオーキング
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７ ホームページ運営事業 

（報告者：神奈川県環境農政局水・緑部水源環境保全課）  

 

(１) 事業内容について 

     桂川・相模川流域協議会では、広く情報を発信するため、2001 年９月からホ

ームページを開設し、ホームページ運営委委員会を組織して、掲載内容の確認や

運営の意志決定を行っています。ホームページの運営及び更新等については、外

部に委託することによって、より迅速に情報発信を行っております。 

      今年度は、桂川・相模川流域協議会ホームページ運営方針を定め、運営の管理

体制を強化しました。 

     今後は、実施した事業結果の掲載などを積極的に行い、よりよい情報発信に努

めていきます。 

  

(２) アクセス件数について 

     今年度のアクセス件数は、6,206 件となり、前年と比べて 2,597 件増加して 

おります。 

今後は、多くの方にアクセスしていただけるよう、より一層の充実を図って

いきたいと考えています。 

 

 

【各年度別アクセス件数】 

年度 件数 累計件数 

2001 800 件 800 件

2002 4,299 件 5,099 件

2003 5,266 件 10,315 件

2004 5,561 件 15,876 件

2005 6,853 件 22,729 件

2006 6,803 件 29,532 件

2007 6,190 件 36,181 件

2008 6,008 件 42,189 件

2009 4,226 件 46,415 件

2010 4,540 件 50,955 件

2011 4,880 件 55,835 件

2012 3,609 件 59,444 件

2013 6,206 件 65,650 件

桂川・相模川流域協議会 

ホームページアドレス 

http://katurasagami.net/ 
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桂川･相模川流域協議会ホームページ運営方針 

 

（目的) 

第 1 条 この運営方針は、桂川･相模川流域協議会が開設するホームページ(以下「協

議会ホームページ」という。)の運営に関し必要な事項を定める。 

 

（運営委員会) 

第２条 協議会ホームページの運営に当たっては、幹事会で選出された運営委員によ

り構成された運営委員会を設置する。 

２ 運営委員会は、ホームページの運営に関する事項について検討し、幹事会に提案

する。 

 

（ホームページの運営） 

第３条 ホームページの運営は、運営委員会で選定した担当者(委託)が行う。 

２ ホームページに記事を掲載させたいときは、掲載内容について、事業担当幹事及

び事務局の確認を受けて、担当者に依頼する。事業担当幹事は、上記掲載内容を直

近の幹事会に報告し承認を得るものとする。 

３ 担当者は、依頼を受けた後、速やかにホームページに掲載する。 

４ 掲載内容が不適切であると思われる場合は、運営委員会において検討し、掲載不

可としたものについては、担当者に削除を依頼する。 

 

（掲載内容） 

第４条 ホームページへの掲載内容は次のとおりとする。 

(1)  会議の開催状況、流域協議会として実施する事業及び普及啓発に関する情報提

供（行事予定、活動記録、会報･年報など） 

(2)  流域協議会に関連する他団体についての情報提供は、相手方の同意を得てリン

クを貼る。 

 

（運営方針の変更） 

第５条 運営方針の変更については、幹事会の承認を得て、運営委員会において行う。 

 

附 則 

この運営方針は、2013 年(平成 25 年)9 月 18 日から施行する。 
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相模川湘南地域協議会

（報告者： 峯谷 一好）

ア 運営委員会の開催

平塚市、茅ヶ崎市、寒川町等の下流部

の市民会員と行政（湘南地域県政総合セ

ンター、平塚市、茅ヶ崎市、寒川町）が、

持ち回りで開催した。合計 回

イ 総会の開催

／ 寒川町で開催。事業内容・会

計・役員体制について審議し承認された。

ウ 相模川左岸神川橋下河川敷における

カワラノギクの保全・再生（圃場の整備）

 ／ － 京浜河川事務所相模出張

所がシナダレスズメガヤに覆われて

いた河川敷の堆積土及び土砂を除去

し、その後市民が播種を行い第三圃場

とした。（ ｍ× ｍ）

 第二圃場発芽し、ロゼットへ成長。

 ／ 第３圃場も全面順調に発芽し

実生からロゼットへ成長。

 ／ 草取り。

 ／ 柵の修理、杭打ち。

 ／ 水やり、草取り。

 ／ 水やりホース先端部を潰れな

い物に変更して、作業性各段に向上。

 ／ アメリカネナシカズラが 本

の茎に寄生。

 ／ 、／ 、／ 、／ 水やり、

草取り。

 ／ 台風 号による冠水 時間。

 ／ 冠水 時間（水位約 ｍ）。

 ／ 開花。 ／ 第一圃場で

株、第二圃場で 株開花。

 ／ 草取り、圃場修理、杭打ち。

 ／ お花見。

 ／ 神奈川新聞取材。 ／ 掲載。

 中門さんの圃場観察記録が、 年

月 号発行からついに 号達成。

 開花数推移

年 年 年

第三圃場

第二圃場

第一圃場

 ／ 、 ／ 草取り。

 ／ 、 ／ 種取り。

エ 相模川クリーンキャンペーン

／ 相模川左岸河口部砂州。

市民（横浜、平塚、茅ヶ崎、寒川）、行政

（県、平塚市）合計 名参加。

オ 身近な水環境の一斉調査

／ 相模川本流と支流などで実施。

カ 「寒川の河原の自然体験」 ／

・神川橋下河川敷で【石ころの名前調べ】

（３）相模川湘南地域協議会

　　　（報告者：峯谷一好）
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や【ワンドでの自然体験】：ウナギの稚

魚、カニ、ドジョウ、カエル、トンボの

ヤゴ等を捕獲。絶滅が危惧され始めたウ

ナギの稚魚（ 匹）も捕獲でき、相模川

の豊かさを体験した。

・寒川総合体育館多目的室で 【河原の巨

大植物展示】【河原の植物で屋内遊び】：

①”クズ”綱引き、輪投げ、縄跳びなど

②”セイタカアワダチソウ”でやり投げ

③”コセンダングサ”でダーツ ④”オ

ギの穂”でフクロウ作成 ⑤”ジュズダ

マ”でブレスレット作り（来場約 名）

体育館前で 【河原の玉石でストーンペィ

ンティング】 ：大盛況で河原から何度も

玉石を補給した。

キ 相模川の源流 山中湖を訪ねて

／ 上流部の水質保全活動を知り、山

中湖で上流部の市民団体との交流を行う。

下流部参加者：環境市民団体 名、協議会

員 名、運営委員 名

ク 各イベントへの参加

（主なものを時系列で紹介）

・茅ヶ崎エコワーク 相模川河畔林を育

てる会 ／ 除草、 ／ 草刈。

・平塚市緑化まつり ／

「ミミズと仲良くしよう」を実施。

・さむかわエコネット自然環境部会 寒

川町環境フェスティバル ／

・馬入水辺の楽校で水生生物勉強会と調

査 ／ 干潮に合わせて生物採取し、水

生生物の測定法などを勉強した。

・寒川町相模川美化キャンペーン

／ 神川橋下河原 開催前の 分間

を使って、市民にカワラノギク圃場と保

護活動をアピールした。

・馬入水辺の楽校エコミュージアム展

「川の自然とふれ合える場づくり」とし

て開催し、相模川湘南地域協議会も共催。

・ちがさき環境フェアー ／

「相模川検定試験」、神川橋下カワラノギ

ク保全活動展示。

・ひらつか環境フェアー ／

「相模川検定試験」、「ミミズと仲良くし

よう」を実施。

・四之宮下水処理場せせらぎの森

／ ビオトープ見学

・ひらつか市民活動センター祭り

／ 「相模川検定試験」、神川橋下カ

ワラノギク保全活動展示。

・東海大早野先生指導学生とのコラボ

／ カワラノギク圃場で実習、 ／

大学で講習。

・寒川町におけるアライグマの捕獲活動

／ 捕獲現場で学習会。
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桂川・相模川流域協議会規約 

 

（名 称）  

第 1条 この会は、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」という。）という。 

 

（目 的）  

第 2 条 流域協議会は、桂川・相模川の流域（河川において地表に降った降水を集水する地形的な範囲をいう。

以下同じ。）の行動計画である「アジェンダ 21 桂川・相模川」を推進することにより桂川・相模川の流域の

環境保全を図り、もって、持続可能な発展を基調にした環境保全型社会を築くことを目的とする。 

  

（事 業）  

第 3条 流域協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。   

(1) 「アジェンダ 21 桂川・相模川」の策定、推進、評価及び見直し   

(2) 桂川・相模川の流域の環境保全を図るための事業   

(3) 流域協議会の会報誌の発行   

(4) その他流域協議会の目的達成のために必要な事業 

  

（会 員）  

第 4条 流域協議会の会員は、正会員及び賛助会員とする。   

2 正会員は、桂川・相模川の流域の市民、事業者（公営企業を含む。以下同じ。）、行政（地方公共団体（公

営企業を除く。）及び国をいう。以下同じ。）、桂川・相模川の水を水道水として利用している者その他流域

の環境保全に関係する者で、本会の目的に賛同する者とする。 

3 賛助会員は、本会の目的に賛助協力する者とする。   

4 流域協議会の会員は、会費、負担金、賛助金（以下「会費等」という。）を納めるものとする。   

5 会費等は、年額とし、毎年納入通知により定められた時期までに納入しなければならない。  

6 会員は、流域協議会が行う事業への優先参加並びに流域協議会が発行する会報誌及び図書の優先配布を受け

ることができる。 

  

（入会及び脱会）  

第 5条 流域協議会の入会及び脱会に関する事務は、事務局（第 15 条に規定する事務局をいう。）が行う。 

  

（役 員）  

第 6条 流域協議会に、次の役員をおく。   

(1) 代表幹事  5 名   

(2) 幹事   主体（市民、事業者及び行政をいう。以下同じ。）別部会毎に 5 名以上 10 名以内 

       地域協議会（第 11 条の規定により地域に設置された協議会をいう。）毎に 1名   

(3) 会計    1 名   

(4) 監事    3 名 

2 役員は、会員の中から、幹事は各主体別部会、地域協議会が推薦した者について総会において承認し、その

他の役員は総会で選出する。   

3 代表幹事は、幹事の互選により定める。   

4 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。   

5 役員が欠けた場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（役員の職務等）  

第 7条 代表幹事は、流域協議会を代表し会務を総理する。   

2 幹事は、流域協議会の運営について協議する。   

3 会計は、流域協議会の会計事務を担当する。   

4 監事は、流域協議会の会計及び会務執行を監査する。 
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（総 会）  

第 8条 総会は、定期総会及び臨時総会とし、代表幹事が招集する。   

2 定期総会は、会計年度終了後、毎年 1 回、開催する。   

3 臨時総会は、代表幹事が必要と認めたとき、又は、幹事会若しくは監事の要求があった場合に開催する。 

4 総会の議長は、その総会において選出する。   

5 総会は、次に掲げる事項を協議・決定する。   

(1) 規約の制定、改廃   

(2) 会計及び監事の選任並びに幹事の承認   

(3) 事業計画及び収支予算に関する事項   

(4) 事業報告及び収支決算に関する事項   

(5) その他幹事会が必要と認める事項   

6 総会は、会員の現在数の 2分の 1以上の出席（委任状を含む。）がなければ開くことができない。   

7 総会の議決は、流域協議会が流域環境保全の合意を形成するための協議の場であることに鑑み、正会員の合

意をもって行う。   

8 総会において議決に至らなかった事項については、総会において、各主体から 5 名以内の会員を選出して、

協議機関を設置し、協議・決定するものとする。この協議機関における協議決定事項は、流域協議会の総会の

議決とみなす。 

  

（幹事会）  

第 9条 役員は幹事会を組識し、幹事会は総会で議決した事項を執行する。   

2 幹事会は、必要に応じ代表幹事が招集し、幹事会の議長は代表幹事の中から選出する。 

3 幹事会は、流域の環境保全の取り組みに関し合意を形成するための協議の場であり、「アジェンダ 21 桂川・

相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取組み等について協議する。 

4 幹事会は、総会に付議すべき事項を協議・決定する。   

5 幹事会は、事務局長及び事務局員について、協議・決定する。   

6 幹事会は、協議に必要な会員の出席を求め、その意見を聞くことができる。 

 

（主体別部会）  

第 10 条 流域協議会に主体別部会を置く。   

2 会員は、主体別部会にそれぞれ所属する。   

3 主体別部会は、「アジェンダ 21 桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取り組み等につい

て協議する。   

4 主体別部会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。   

5 主体別部会の運営については、主体別部会がそれぞれ定める。 

  

（地域協議会）  

第 11 条 地域における桂川・相模川の流域の環境保全の取り組みを推進するため、地域協議会を設置すること 

ができる。   

2 地域協議会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。   

3 地域協議会の運営については、地域協議会が定める。 

  

（専門部会）  

第 12 条 幹事会に、流域の環境保全に関し専門的に検討するため、専門的な事項別に、専門部会を設置するこ

とができる。   

2 専門部会は、専門的な事項に関係のある主体で構成し、検討結果を幹事会に報告する。 

  

（会 計）  

第 13 条 流域協議会の活動に要する経費は、会費等、補助金その他の収入をもってあてる。 

2 流域協議会の会計年度は、4月 1日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。   

3 会費等の規定については、別に定める。 
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（委 任）  

第 14 条 この規約に定めるもののほか、流域協議会の運営その他必要な事項は別に定める。 

 

（事務局）  

第 15 条 流域協議会に事務局を置く。   

2 事務局には、事務局長及び事務局員を置くことができる。 

 

附 則  

 この会則は、平成 10 年（1998 年）1月 20 日から施行する。 

附 則 

 １ この会則は、平成 10 年（1998 年）1月 31 日から施行する。 

（経過措置）   

2 流域協議会の設立当初の会計年度は、第 13 条の規定にかかわらず、設立の日から 3月 31 日までとする。   

3 流域協議会の設立当初の役員の任期は、第 6 条第 4 項の規定にかかわらず、設立の日から平成 10 年（1998

年）度に開催される定期総会までとする。 

 

附 則 

この会則は、平成 18 年（2006 年）5月 27 日から施行する。 

 

 

 

 

桂川・相模川流域協議会の運営に関する細則 
 

平成 10 年（1998 年）1月 20 日制定   

平成 11 年（1999 年）5月 29 日一部改正 

 

 桂川・相模川流域協議会規約第 14 条の規定に基づき、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」とい

う。）の 運営に関する細則を次のとおりとする。 

  

１ 桂川・相模川の流域の環境の保全に向けて、「アジェンダ 21 桂川・相模川」を推進するとともに、市民、

事業者、行政（以下「主体」という。）は、継続した協議を通じて相互に理解を深め、合意を形成する。 

  

２ 流域協議会を開かれたものとするため、必要な情報は共有する。 

 ・流域協議会の議事内容は公開とする。 

 ・会員は、幹事会、地域協議会、専門部会に参加することができる。 

  

３ 流域協議会の会員は、桂川・相模川流域の環境保全の取組みについて対等な立場で提案し、協議を行う。 

  

４ 各主体は、「アジェンダ 21 桂川・相模川」及び流域協議会の合意事項を尊重するとともに、実効性のある

環境保全のための方策を推進する。 

  

５ 各主体は、必要に応じて、学識経験者・専門家の出席について合意し出席を要請する。 

  

６ 幹事は、必要な場合は、代理者を立てることができる。   

 

７ 4 月 1 日から定期総会が開催される日までの間の流域協議会の事業の実施については、幹事会において決定

し、会計はその経費を支出することができる。 
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1 収入の部

項目

負担金 3,341,000 円 3,341,000 円 0 円 国土交通省京浜河川事務所 126,000 円
山梨県 675,000 円
神奈川県 2,000,000 円
市（人口10万人以上の6市） 270,000 円
市（人口10万人未満の4市） 108,000 円
町村(9町村） 162,000 円

会費 1,329,000 円 1,292,750 円 △ 36,250 円 市民(団体） 165,750 円
公営事業者(6事業者） 855,000 円
その他事業者 272,000 円

参加費 0 円 34,500 円 34,500 円
繰越金 1,518,176 円 1,509,796 円 △ 8,380 円
寄附金 120,000 円 147,144 円 27,144 円
雑収入 824 円 486 円 △ 338 円
積立金繰入 1,300,000 円 1,300,000 円 0 円

合計 7,609,000 円 7,625,676 円 16,676 円

2 支出の部

項目

会議費 560,600 円 317,560 円 243,040 円 会議室使用料 53,700 円
総会講師謝礼 32,480 円
市民交通費 231,380 円
専門部会専門家謝礼 0 円
資料印刷等経費 0 円

事業費 6,338,610 円 4,844,594 円 1,494,016 円 クリーンキャンペーン 121,667 円
流域シンポジウム 264,861 円
ホームページ運営事業 159,385 円
環境調査事業(外来種調査) 210,420 円
環境調査事業（田んぼの生きもの調査） 132,601 円
環境調査事業（水環境一斉調査） 19,580 円
会報誌の発行事業
(第28号、第29号及び第30号)

1,043,832 円

年報作成事業 422,640 円
地域協議会事業費 856,100 円
流域データベース化共同事業 0 円
エネルギー専門部会 169,035 円
森づくり専門部会 22,860 円
これからの生活排水対策事業 0 円
流域ウォーキング 121,613 円
流域マップ作成費 1,300,000 円

事務費 539,790 円 313,016 円 226,774 円 会議通知等郵送料 170,600 円
通信費 125,000 円
事務用品等 17,416 円

予備費 150,000 円 0 円 150,000 円

流域マップ作成
事業積立金 20,000 円 20,000 円 0 円

合計 7,609,000 円 5,495,170 円 2,113,830 円

収入の部決算額（１）　 7,625,676 円
支出の部決算額（２） 5,495,170 円
差し引き残高（１）－（２）＝（３） 2,130,506 円 （2013(平成25）年度に繰越）

㈱丸井他2名

預金利息486円

2012(平成24）年度収支決算

予算額(A) 決算額(B) 差引増減額(B)-(A)

備考

備考

予算額(a) 決算額(b) 残額(a)-(b)

第一回エネルギー専門部会資料代収入
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1 収入の部

項目

負担金 3,073,500 円 3,341,000 円 △ 267,500 円 国土交通省京浜河川事務所 126,000 円
山梨県 607,500 円
神奈川県 1,800,000 円
市（人口10万人以上の6市） 270,000 円
市（人口10万人未満の4市） 108,000 円
町村（9町村） 162,000 円

会費 1,281,000 円 1,329,000 円 △ 48,000 円 市民（134人）・市民団体（11団体） 156,000 円
公営事業者(6事業者) 855,000 円
その他事業者（22事業者） 270,000 円

参加費 0 円 0 円 0 円
前年度繰越金 2,130,506 円 1,518,176 円 612,330 円
寄附金 120,000 円 120,000 円 0 円 @10,000円×12月（マルイより）

雑収入 994 円 824 円 170 円
積立金繰入 0 円 1,300,000 円 △ 1,300,000 円 流域マップ積立金繰入

合計 6,606,000 円 7,609,000 円 △ 1,003,000 円

2 支出の部

項目

会議費 452,700 円 560,600 円 △ 107,900 円 会議室使用料 77,700 円
総会講師謝礼 50,000 円
市民交通費 300,000 円
資料印刷等経費 25,000 円

事業費 4,418,980 円 6,338,610 円 △ 1,919,630 円 クリーンキャンペーン 203,600 円
流域シンポジウム 840,200 円
ホームページ運営事業 176,490 円
環境調査事業 132,700 円
　田んぼの生きもの調査　　　　（88,300円）

　身近な水環境全国一斉調査　（25,000円）

　相模川支流渓流の生態系回復検討(19,400円)
会報誌の発行事業(第31号、第32号) 770,980 円
年報作成事業 522,020 円
地域協議会事業費 881,890 円
流域データベース化共同事業 113,000 円
アジェンダ専門部会 180,200 円
エネルギー専門部会 152,400 円
森づくり専門部会 200,600 円
これからの生活排水対策事業 96,500 円
流域ウォーキング 148,400 円

事務費 498,420 円 539,790 円 △ 41,370 円 会議通知郵送料 137,920 円
通信費 120,000 円
事務用品等 240,500 円

予備費 535,900 円 150,000 円 385,900 円

発足記念イベント
積立金

500,000 0 円 500,000 円

流域マップ積立金 200,000 円 20,000 円 180,000 円
合計 6,606,000 円 7,609,000 円 △ 1,003,000 円

最上流部地域協議会の立上げ費用、よこはま地域
協議会の再開費用等

備考

2013(平成25）年度収支予算

予算額(A) 前年度予算額(B) 増減額(A)-(B)

予算額(a) 前年度予算額(b) 増減額(a)-(b) 備考
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